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Ⅰ　学校の規模及び地域環境

１　学校規模 １クラス40名、１学年５クラス

６学年　全校生徒数1,190名　教職員数

専任56名　（生徒は愛知・岐阜・三重

の３県から通学）

２　地域環境 閑静な住宅地

３　学校施設 現在新校舎建築中のため、既存の校

舎（新館）とプレハブ校舎（仮設校舎）

が100mくらい離れて建っている。

Ⅱ　取組のポイント

１ 不審者が再侵入（広範囲に移動した場合）し

たときの対応

（１）本部が不審者に振り回されないようしっか

りと状況を把握し、適切に指示を出し伝達する。

（２）全教員・全事務職員が、不審者の行動を頭

におき臨機応変の対応をとる。

Ⅲ　取組の概要

１　過去の実施経緯

２　取組の趣旨やねらい

・学校で事件や事故が起こった場合の対応の仕方

（生徒・教員・事務職員の動き、連絡体制、応急

処置の方法など）について、訓練を通して学ぶ。

・学校で起こる事件や事故に対して、冷静に対応で

きる心構えを養う。

・学校の危機管理に対する意識を高め、維持継続し

ていく。

３　今回の方針

Ⅱ　取組のポイントと同じ

４　計画概要

（１）日時　　2005年11月25日（金）

午後２時35分～３時30分

（２）場所　　南山高等・中学校　女子部

（３）対象　　全生徒　全教員　全事務職員

５　役割分担

（１）授業者　授業をしているクラスの生徒を安

全第一で管理・避難誘導する。

（２）授業のない教員・事務職員　副本部長の指

示に従い、緊急対応組織を基に行動する。

６　想定

第６限不審者１名が新館へ侵入し、廊下を徘徊

した後、新館を出て仮設校舎に入り、廊下を徘徊

する。今回は、教室に侵入しない。

７　集合場所・点呼

隼人池公園集合。

点呼は火災・地震時の場合と同じ要領（授業担

当者が点呼をする。）

８　対応

（１）仮設校舎で教員が不審者を確保する。（今回

は警察官・パトカーは来ない。）

（２）不審者の姿が見える場合はその行動をよく観
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方針

対象

想定

教員の位置

役割分担

避難経路

避難順序

2004.7.1.

すべてお膳立てし

て実施してみる。

教員・生徒

本館４F教室侵入

担任はHR、その

他は職員室

詳細を災害対策本

部で決定

詳細を災害対策本

部で決定

詳細を災害対策本

部で決定

2004.12.13.

教員・事務職員の

みで実施し、臨機

応変の措置をと

る。

教員・一部の事務

職員

仮設校舎１F南口

からS2C教室に侵

入

担任はHR、その

他は自由

詳細は各部部長が

決定

基本は定められた

避難経路

決めず

2005.11.25.

不審者が広範囲に

移動したときの対

応。臨機応変の措

置をとる。

命令系統の確立

教員・事務職員・

生徒

第６限の授業中に

新館に侵入、その

後、仮設校舎に侵

入。

第６限と同じ

詳細は各部部長が

その場で決定

危険な経路は変更

決めず
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不審者侵入事件発生時の緊急対応組織

不審者侵入事件発生時の緊急対応組織図

察し、見えない場合は放送を聞いて、教室から

避難しない方がよいと判断した場合は内側から

鍵をかけ待機、教室から避難する方がよいと判

断した場合はすぐ校舎の外へ避難する。避難す

る場合も、状況を判断し、経路を決める。

（３）不審者が確保された後、教室に待機してい

たクラスは隼人池公園に避難する。

（４）今回は、６限終了が訓練の開始で、訓練開

始の放送は入れない。
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2005年度　不審者侵入事件発生時の緊急対応訓練
※不審者の動きに対応した職員等の動き
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2005年度　不審者侵入事件発生時の緊急対応訓練　仮設校舎　避難順序

2005年度　不審者侵入事件発生時の緊急対応訓練　新館　避難順序
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2005年度　不審者侵入事件発生時の緊急対応訓練　記録

臨機応変の措置
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９　反省

教職員に対して事前に記録用紙を配付し、訓練

を通じて気づいた点・注意すべき点等について記

録してもらった。

（１）全体

・次第に、教職員が状況に応じて行動できるよ

うになってきた。例えば、不審者侵入の放送

と同時に、廊下側の生徒を窓側に移動させた

り、教室の中央に集めたりした。要所で交通

整理、避難誘導、監視をした。ただ、避難途

中に不審者と出会ったときのために、教室に

あるさすまたを持っていくのを忘れた、とい

う反省もあった。さすまたは、持って避難す

るのがよい。

・不審者役の先生から、さすまたの使い方がよ

くないと指摘された。

・避難のタイミングがわからない。不審者の情

報が十分伝わらない。

・新館の教室は内側から施錠できない。

・生徒に緊張感が見られない面があった。

・非常勤の先生にも参加してもらってよかっ

た。

（２）職員部

・第一報の後、手すきの教員の集まりがよく

（思った以上に人手があるという印象）、監視

係、偵察係に十分な人数を配置できた。また、

現場にも５名（男性のみ）派遣することがで

きた。ただし、今回のように犯人が仮設校舎

にも来ることを考えると、監視係や偵察係が

女性中心になるのは少々危険かもしれない。

・再侵入ということで犯人役に２人の先生をあ

てたが、１人の先生で役割を演じてほしい。

仮設校舎から新館（現場）へ急行したが、途

中犯人役のA先生・B先生とすれ違った。A先

生とすれ違ったときはB先生が犯人、B先生と

すれ違ったときはA先生が犯人と想定したが、

少々無理があったように思う。できれば犯人

役は１人でお願いしたい。

・犯人の現在位置がまったく特定できずに苦労

した。トランシーバーもあるが、走り回って

いたり、新館へ移動しているので役に立たな

かったという印象である。「仮設校舎へ犯人

が侵入した」という放送があったようだが、

外にいると聞こえない。

（３）渉外部

ア　警察・消防への連絡

・細かい内容が伝えられなかった。

・けが人がいないと救急車の出動は要請できな

いのではないか。

・要請行動が早すぎた。

イ　訓練内容等

・新館へ入ったのなら仮設校舎を施錠すべきで

はないか。（侵入を防ぐ。）

・職員室は施錠したがまたはずした。（はずさ

ざるを得なかった。）

・犯人を校舎内に入れないことを考えるべきで

ある。

・正門の前がたいへん混雑した。（教室の中に

いれておいた方がよいのではないか。）

・避難経路の確認ということも目的として掲げ

る必要があった。

・さすまたは一人（１本）では、犯人を足止め

できない。（すり抜けてしまう。）

・階段で折り重なって倒れたら大惨事になる危

険性がある。（全ての訓練について言える。）

ウ　生徒関係

・教室の窓から外を見ていた生徒がいた。

・緊張感がない。不審者を見て大笑いしている

生徒もいた。

・警察に頼んで生徒への予告なしにやってはど

うか。

（４）情報部

・部長以外は、職員部長の指示に従うこととし

た。問題なし。

・職員室内にベーシックなものでよいので、緊

急対策の表がほしい。

・避難するタイミングが難しい。放送の内容を

もっと詳しくしてほしい。今、どのあたりに

犯人が移動したかなど。

（５）生徒部

・非常勤の先生にも参加してもらってよかっ

た。

・新館に不審者が入ったら仮設校舎の門を閉め

る。

・授業者から担任への生徒の引渡しはどの時点

か。

・授業がない先生は、生徒部の仕事が状況に応

じて臨機応変にできた。（３人）

・避難時、教室にさすまたがあれば持っていく。

・新館の教室の扉が中から鍵がかかるようにし

てほしい。

・コンピュータ教室に全体放送が入らなかっ

た。



10 今後の訓練の課題

（１） 設備

監視カメラや防犯用具（さすまた、催涙スプ

レーなど）の設置。平成18年度には普通教室す

べてにさすまたを置く予定。

（２） 想定

条件をなるべく減らし、訓練実施日時を教員

の一部のみが知る実際に近い形を目指したい。

（３） 時間帯

今回の訓練は、ようやく第6限に行うことが

できるようになった。そのことによって、非常

勤教員７人（非常勤28人中、実施日に授業をし

ていた人数）が参加できた。実際は、どの時間

帯に事件が起こるのかわからないので、任意の

時間帯での実施をめざしたい。

（４） 外部との連携

警察署・消防署・PTA・男子部との連携も考

えていきたい。

（５） 危機管理意識

全教員（専任・非常勤）・全事務職員が常に

緊張感をもち、突発的な事件に対し、生徒の安

全を第一に、冷静に状況を判断し対処できるよ

う普段から呼びかけていく。

機会を作り、繰り返しさすまたなどを使った

防犯研修を行う。
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記録（各教員の記録を項目分けしたもの）


